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　，，　　江藁さんがあらわれセ，この欄に

　　　　なにか書きたまえ，といわれたとき

　　　　は，これは皮肉なことになつたと思

　　　　つた．さ・る協會からそこの會誌の中

　　　　で，面白かった記事と，やめた方が

　　　　いNと思うものについて意見がきき

　　　　たいといつてきたのはほんのひと月

　　　　ほど前であつた．不學の私に面白い

　　　　記事などあろう筈竜ないから，やめ

　　　　た方がい見おもうことの欄に，「科

　　　　學者のぞつとするような随筆」と書

　　　　レ～て投簡してから，そつとするよう

　　　　な，という表現が氣にいつて一時間

　　　　ばかり樂しかつた．このいきさつを

　　　　江集さんに申述べてみたが，『そつと

　　　　しないように熱い話でもかけばV・　N

　　　　さ』と一向にとりあつてくれない．

　　　　こういう写合にするすると名丈句の

　　　　でる人が書けばいいのにと思つたが

　　　　そこは持前の弱氣で腹の中では何を

　　　　轡v・たらいい

　　‘　’のかな，など

　　　　と考えはじめ

　　　　ていたのであ

　　　　る．

　　　　　いま’ではそ

　　　　の片鱗も認め

　　　　難いが，　これ

　　　　でも稚い頃に

　　　　は，子供に目

　　　　のない爾親に

　　　　はかない希望

　　　　t與えるに足

　，　　るいくつかの天分（？）があr2た．年

　　　　の割に將棋が彊いとか，本碁を知つ

　　　　ているとか，竹の棒一本で板撰をの

　　　　りこせるとかおよそ子供らしくない

　　　，天分のうちでこれならと自他と駅

　　　　爵していたのは火鉢の炭をつぐこと

　　　　であつた．この子は火をおこすのが

　　　　うまいからいまにお金持になるよ，

　　　　とよくいわれたものだが，さういう

　　　　ことはないことが今にして明かにな

　　　　つたわけ．である．

　　　　大豆ぐらいの火種を10分間くら

　　　　いで十能にいつばいの火にするぐら

　　　．いはお茶の子であつた．こういう小

　　　　さい火種になると，迂潤に火箸でっ

　　　　まんだりしたら火箸に鯛れた所から

　　　　熱がi逃げ出して忽ち翼黒になつてし

　　　　まう．すこし黒くなつた程度ならフ

　　　　ープP吹けばまた赤くなる．乙ともあ

　　　　るが，黒みが80％にも及ぺぱ今度
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dtt吹きかける息に冷却されてnt層滑

えるのが早くなり，最後の一一貼がは

かない光輝を示したと思う次の瞬間

にフッと漕えて，にわかに全面がし

らじらした薄い友に覆われて萬事絡

bである．

　こういうのを扱うときは友の中に

かすかに見える火種はひとまず横目

，で確認しておいて，まず炭の小片を

いくつか集めて櫓をくむのがこつで

ある．この炭片の大ぎさは火種の大

きさと睨み合ぜて選ぶ必要がある．

炭が堅炭で，火種が大豆ぐらいなら

1糎角で厚みが敷粍のものでないと

いけない．炭が大き過ぎると熱傳導

が良くて火種が冷やされてしまう．

佐倉炭ならどんなに大きくても末丈

夫で，切口を水ZFにして火種をのせ

，るだけでいい．こうした準備ができ’

たところで火種をのせて全身火鉢の
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中に逆立ちするぐらいの勢いで吹き

立てるのである．頭から友だらけ斥

なるがそんなことを氣にしているよ

うでは專門家にはなれない．やがて

櫓rc火が移り赤くなつたやっが個敷

にして3～4個，面積で10李方糎
にも達すればまずまず命を取りとめ

たというものである．

　しかしここで氣を許してはいけな

いので，個人輕瞥の商店が，ある程

度身上をふやすと會社組織に切りか

えて忽ちにして多額納税者におさま

るのにも似て・この時期に櫓の綿模
を大きく組み直す必要がある．」度

突きくずすや，見るみる黒味を帯び

てゆく虎の子の火を素早く積みかえ

るときは，一；一刻を争う病人の手術を

するような工合で緊張とスリルの一

瞬である．やがてメリメリと割れ目’

の入る暑がしだ塗ぱ完成近し。まも
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なく櫓の頂上と畳しきあたりにボツ

と青い焔がともつて一段落となる．

　それから先は快よいぬくもりを樂

しみながら櫓の上面側面に適宜に友

をかけてやるだけでいい．茨のかか

つたところだけが眞赤に熾ることは

表面からの熱傳達をへらした當然の

結果とはいえ，不思議なくらいであ

る．以上の秘術を繰り返すうちに私

の技はますます冴えてきて火種をき

つと見据える目付にも名人の僧を宿

すようになつた．堅炭は熱傳導がよ

くて使い難いが茨の中に二，三回こ

ろがしてインシュレーションを與え

れば軟かい炭と同檬によく熾ること

も知つた．また，ただの櫓ではまわ

りじうから風が入る結果窒氣Q流わ

方力｛不整で効果が少いので風穴は一

方だけにして，よけいな際間は友を

かけてふさいでしまうとなおいいこ

　　　　　　　　　　ともわかつて

　　　　　　　　　　きた．

　　　　　　　　　　かくして私
　　　　　　　　　　の完成した櫓

　　　　　　　　　　は，或は蒙古

　　　　　　　　　　の包（パオ）に

　　　　　　　　　　も似，また洋

　　　　　　　　　風の圓屋根に

　　　　　　　　　　も似て工藝品

　　　　　　　　　の域に達した

　　　　　　　　　　のである．人

　　　　　　　　　　と話をしてい

　　　　　　　　　　るとき火をい

じる癖は身をいれて聞いていないよ

うで不作法なものだが，私は工藝品

を樂しむために往々にして禮譲の士

たる誇りをすてる．Pの悪い友人力｛

これを見て『君のはまるで炭を焼い

ているようだ』とV・つたが成程いわ

れてみれば炭焼竈とそつくbであつ

た．このごろは炭も少いし特技を活

用する折も稀になつて可惜天才も霞

んでいる．たまたま機會があつても

うちの女房はわが工藝品に甚だ冷淡

で，美しい圓屋根の天井に裁縫の饅

＼を突込んだりするからかなわない．

　ζの間から切れているアイロンを今

度の休みには修理して難を蓮れたい

　ものと思つている．

　　　　　　　　　（1949・11．19）
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